
一 般 質 問市政について問う！

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
求
め
る
八

千
百
十
九
筆
の
署
名
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、
本
市
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化

す
る
考
え
は
。

教
育
次
長
／
提
出
さ
れ
た
署
名
に
は
、

食
育
を
保
障
し
学
校
給
食
費
を
無
償
と
す

る
こ
と
、
食
の
安
全
や
地
場
産
業
の
活
性

化
の
た
め
地
産
地
消
を
進
め
る
こ
と
、
無

償
化
の
財
源
確
保
の
た
め
国
・
県
に
働
き

か
け
る
こ
と
、
以
上
三
つ
の
要
請
項
目
が

記
載
さ
れ
て
い
た
。
本
市
と
し
て
も
署
名

を
し
た
方
々
の
給
食
に
対
す
る
食
の
安
全

性
へ
の
思
い
や
無
償
化
に
関
す
る
意
見
な

ど
に
つ
い
て
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
給

問答

令
和
五
年
六
月
の
台
風
第
二
号
に
よ

る
豪
雨
災
害
に
係
る
住
家
被
害
認
定
が
調

査
不
十
分
と
の
新
聞
報
道
が
あ
っ
た
が
、

本
市
の
被
害
認
定
調
査
に
対
す
る
認
識
は
。

市
長
／
被
害
認
定
調
査
は
、
被
害
の

あ
っ
た
室
内
の
確
認
が
必
要
と
な
る
た
め
、

室
内
に
立
ち
入
り
調
査
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
し
か
し
、
目
視
で
の
確
認
や
被
災

者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、
他
の
部
屋

と
被
害
状
況
が
同
じ
状
況
で
あ
る
と
判
断

し
た
場
合
に
は
、
全
て
の
部
屋
を
調
査
し

な
い
こ
と
も
あ
る
。
災
害
に
係
る
住
家
の

被
害
認
定
は
、
被
害
の
実
態
に
即
し
て
適

切
な
運
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
内
閣
府
が
共

問答

本
市
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
は
。

都
市
計
画
部
長
／
本
市
全
体
に
お
け

る
令
和
四
年
度
末
の
進
捗
率
は
、
約
十

一
・
八
％
で
あ
り
、
令
和
五
年
度
末
の
進

捗
率
は
約
十
二
・
一
％
を
見
込
ん
で
い
る
。

県
の
計
画
で
は
、
令
和
八
年
度
末
に

人
口
集
中
地
区
に
お
け
る
津
波
浸
水
想
定

区
域
の
地
籍
調
査
の
進
捗
率
百
％
を
目
標

に
し
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

都
市
計
画
部
長
／
県
が
示
す
目
標
年

次
で
の
調
査
完
了
に
向
け
て
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
が
、
令
和
八
年
度
末
の
進
捗
率

は
約
三
十
七
・
八
％
と
想
定
し
て
お
り
、

県
の
目
標
に
は
届
か
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

問答問答

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
つ
い

て
、
①
開
所
時
間
延
長
の
現
状
と
取
組
は
。

②
土
曜
日
の
開
所
に
対
す
る
認
識
は
。

福
祉
事
務
所
長
／
①
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
開
所
時
間
は
十
八
時
ま
で
と
な
っ

て
い
る
が
、
令
和
二
年
度
か
ら
各
ク
ラ
ブ

の
運
営
委
員
会
の
判
断
で
最
大
一
時
間
延

長
で
き
る
よ
う
変
更
し
て
お
り
、
現
在
二

つ
の
校
区
に
お
い
て
、
長
期
休
暇
中
の
開

所
時
刻
を
八
時
か
ら
七
時
半
に
前
倒
し
し

て
児
童
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
五
年
六
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
約
三
十
％
の
利
用
者
が
、
開
所
時
間

に
不
満
・
や
や
不
満
と
回
答
し
て
い
る
こ

問答

食
に
お
け
る
地
元
食
材
の
活
用
は
、
地
場

産
業
の
活
性
化
や
食
育
の
観
点
か
ら
も
大

事
な
要
素
で
あ
り
、
今
後
も
地
元
食
材
を

使
っ
た
給
食
の
提
供
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
一
方
で
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
学
校

給
食
法
第
十
一
条
に
お
い
て
、
調
理
施
設

や
設
備
・
運
営
に
係
る
経
費
は
学
校
設
置

者
の
負
担
と
し
、
食
材
費
は
児
童
生
徒
の

保
護
者
の
負
担
と
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
無
償
化
に
向
け
て
は
、
ま
ず
は
国
が

法
令
等
を
整
理
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
も
国
や
県
、
他
市
町
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

通
指
針
を
定
め
、
判
定
方
法
等
を
示
し
て

お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
本
指
針
に
沿

っ
て
調
査
・
判
定
を
し
て
い
る
。
被
害
認

定
の
公
平
性
・
的
確
性
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、
本
指
針
に
基
づ
き
被
害
認
定
を
行

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

中
尾
川
雨
水
貯
留
池
整
備
事
業
の
目

的
と
進
捗
状
況
は
。

建
設
部
長
／
本
事
業
は
中
尾
川
下
流

域
及
び
沼
川
本
川
下
流
域
等
の
治
水
安
全

度
向
上
を
図
る
事
業
で
あ
る
。
現
在
は
用

地
交
渉
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
り
、
地

権
者
二
十
名
の
用
地
取
得
が
完
了
し
、
未

買
収
用
地
は
地
権
者
一
名
と
な
っ
て
い
る
。

問答

法
定
外
公
共
物
に
つ
い
て
、
①
管
理

状
況
は
。
②
民
地
に
取
り
込
ま
れ
、
占
有

さ
れ
て
い
る
土
地
へ
の
対
応
は
。

建
設
部
長
／
①
必
要
に
応
じ
て
地
元

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
草
刈
り
・
水
路
の

し
ゅ
ん
せ
つ
等
を
適
宜
実
施
し
、
機
能
管

理
し
て
い
る
。
②
民
地
に
取
り
込
ま
れ
て

い
る
場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
管
理
す
る
上
で

支
障
な
く
、
対
応
の
緊
急
性
が
な
い
こ
と

か
ら
現
状
の
ま
ま
と
し
、
機
能
性
と
公
共

性
の
両
方
を
喪
失
し
、
用
途
廃
止
が
可
能

な
場
合
は
、
土
地
の
売
買
や
家
屋
の
建
て

替
え
時
等
に
住
民
か
ら
の
申
請
に
応
じ
て

払
下
げ
を
前
提
と
し
た
対
応
を
し
て
い
る
。

問
※6

答

と
か
ら
、
各
運
営
委
員
会
に
対
し
、
利
用

時
間
の
延
長
を
働
き
か
け
て
い
る
。
②
土

曜
日
の
開
所
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
か
ら

は
一
定
の
要
望
が
あ
る
ほ
か
、
他
市
町
で

学校給食費を無償化する考えは

本市の被害認定調査に対する認識は

本市の地籍調査の進捗率は

放課後児童クラブの　　　　
開所時間延長に対する認識は

川
口
　
　
慶

江
本
　
浩
二

山
下
　
富
美
子

平
野
　
　
謙

▲子育て世帯の支援を図る放課後児童クラブ

は
毎
週
開

所
し
て
い

る
事
例
も

あ
る
こ
と

か
ら
、
今

後
、
利
用

者
の
ニ
ー

ズ
を
参
考

に
検
討
し

て
い
く
。
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